２００８．１０．１３　甲斐駒赤蜘蛛ルート

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大石貴子

8合目の岩小屋から踏み跡を辿り、フィックス伝いに下降して辿り着いた取り付き点。バンドをトラバースした先の開けた視界の中に、いきなりその大岩壁は聳え立っていた。その上の空は雲ひとつない晴天。周囲は赤や黄色に染まった木々が美しく、私たち4人だけがその景色の中に飲み込まれていた。威圧的な岩壁だった。でも…。このルートを登る計画が上がり、参加表明して今この場に立つまではいろんな報告を読んで、頭の中の想像の世界で自分がやれるかどうかどんどん不安になっていたが、目の前にその岩壁を見たとき、逆に『やるしかない。』と覚悟を決めることが出来た。開き直ったのかも知れない。不安が少し薄れていき『ここを登るんだ。』という気持ちが強くなった。

①ピッチ目は２ピン目が遠いと記録で読んでいた。はじめ、Nさんにリードしてもらう予定だったが、実際にその壁を見ると駒形岩でのアブミの練習の成果が出せそうだった。

『ホントは全部フォローがいいんだけど、それは許してもらえないし…。』

私でもやれそうなピッチをまずさせてもらっておこうと思い、急遽私からリードをさせてもらうことにした。２ピン目はやはり苦労した。でも、Yさんから譲り受けた特製チョンボ棒を使い、クリヤー！後も何とかスムーズに（？）行けた。最後フリーでテラスに乗っ越すとき、アブミを回収するタイミングを間違えて残置アブミになってしまい、Nさんに回収してもらう。

次は４０ｍの大ジェードルの美しいルート。中間で一回切り、②・③ピッチとNさんリード。フリーで登る。コーナークラックをレイバックやジャミングで登っていく。私はフォローで登るが、レイバックだとスタミナ切れになってしまうので、クラックに足を突っ込んでジャミングで頑張る。でもすぐに足が痛くなってきて、それも辛かった。

④ピッチ目、Oリード。コーナークラックを外れて左のクラックをアブミで登る。途中フリーになるが、後は単調なアブミの掛けかえ。細い頼りなげなシュリンゲも使って、何とかクリヤーする。

⑤ピッチ目。Nさんリード。V字ハングを超えるルート。途中、フリーになるところがフォローでもちょっと気持ち悪かった。大テラスで水分と少しのレーションを摂る。

⑥ピッチ目。Oリード。かぶった凹角の易しいフリーから始まるルート。ピンがないのでブッシュでまずランニングを取り進む。左に出るとピンが続きアブミをかけて左にトラバースしカンテ状を超える。フォローのNさんはフリーで登ってこられたそうだ。

⑦ピッチ目。このルートの核心部。すでに先行パーティーのリードのFさんはそのまっすぐに伸びるクラックに取り付き、ピッチの半分ほど登っていた。その様子は、1本の糸にぶら下がった蜘蛛のようだった。Nさんリード。はじめはピンを頼りに登るがピンが無くなり、カムを噛ませながら登って行く。カムの数には限りがあるので、ランニングは間引いていかなければならない。上にカムを噛ませたら、それに荷重を移し、下のカムは回収する。そうすると支点の間隔が開いてしまい、フォローの私が登れなくなってしまうので、アブミを掛けられるように長いシュリンゲをたらしておいてくれる。真っ直ぐ上へ上へと登っていき確保地点でハンギングビレーに入る。私は真っ直ぐの垂壁をずっと見上げていたので首が痛い。フォローでカム、シュリンゲをすべて回収して登る。ハンギングビレーしているNさんのところにようやく到着した。

⑧ピッチ目。次はOがリード。クラックから右に出て恐竜カンテを超える。でもその前に私の右でビレーしているNさんを超えなければならない。垂壁にぶら下っているだけで足場がないので必死で乗り超えなければならなかった。もしかして肩に乗ったり、頭は…足で踏んだりはしていないはずだけど…手ぐらいは置いたかもしれない。ここも２ピン目が遠く、チョンボ棒の登場。最上段に乗り、必死に手を伸ばしてピンに引っ掛ける。下を見ると足元はズバッと切れ落ちているはず！決して下は見るまい。今、足元を見るとビビッてしまうに違いない。安定したところに出るまでは決して下は見ず、ただただ上を向いて登る。でも一度、最上段に立って上のピンを取ろうとしたとき、バランスを崩して岩から剥がれそうになった。サァーっと血の気が引いて、心臓がバクバクしだした。カンテを回り込んでしまっているのでビレーのNさんの姿は見えないし、上のF－Yパーティーの姿も確認できず、急に心細くなる。急いで必死に上を目指した。ビレー点のテラスへの出口はピンが無くなりフリーになるが、気持ち悪かったのでクラックにカムを噛ませアブミに乗って超えた。そして、ここでもまたアブミを残置してしまった。ビレー体勢に入りNさんにコールしながら下を見たときに初めてアブミを残置したことに気づいた。

次のピッチを登るとこのルートも終盤を迎える。上でF-Yパーティーが待っていてくれた。

残りのブッシュの中の岩場を登ってAフランケの頭の岩小屋へ。無事登攀を終えることが出来、４人で握手する。８合目の岩小屋までの登り、エネルギー切れでバテバテで登る。

リードのとき自分のことで精一杯でフォローのことを考える余裕がなく、ピン間隔が遠くチョンボ棒を使ったところにヌンチャクを残さなかったり、アブミを残置したり、まだまだ不慣れな点がいっぱいあり、反省点である。もっと体力も必要だし、Nさんの言うように私個人には課題がいっぱいだ。でも、やり遂げられてとても嬉しいし、大満足している。はじめは不安がいっぱいだったが、チャレンジして良かった。クライミングそのものも堪能できたし、富士山をはじめ甲斐駒からの周囲360度の美しい山々の景色はすばらしかった。また、夕焼け、テン場からの夜景、月明かり、星、朝焼けと、山の中に身を置いている幸せを感じさせてくれるご褒美がいっぱいだった。
